実習課題17

～ライフゲーム～

年
組
番氏名





目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	プラモデルという言葉があるが、モデル化とは何か、モデル化することによってどんなことが便利になるのかを考えよう。

ライフゲーム（コンウェイ（英、数学者）が1970年に考案）を題材にし、コンピュータを用いてモデル化とシミュレーションについて考えてみよう。


はじめに

1. プラモデルなど、日常生活では「モデル」という言葉をよく使うが、何のためにモデルを作成するのかを考えてみよう。またモデルを作るためにはどんなことに考慮しなければならないかをグループで相談しなさい。
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問題解決の技法の一つとしてシミュレーションという方法がある。シミュレーションとは何か、具体的な例をあげてみなさい。

実習方法
1. 次にあげたのはライフゲームの規則である。これをわかりやすくまとめなさい。

(1) セルは、細胞または生物を表し、セル内の数字の１は生、０は死の状態を示す。

(2) ゲームは、世代交代を繰り返して進んでいく。

(3) あるセルの周囲の状態が、次の世代におけるセルの生死を決定する。

(4) 生死の決定は次のように決定する

1 １つのセルは、周囲８個のセルに囲まれていて、現在生きているセルの周囲８個のセルのうち、生きているセルの数が、２個か３個の場合、そのセルは次の世代に生存する。

2 現在生きているセルの、周囲８個のセルのうち、生きているセルの数が、０個、１個、または４個以上の場合、そのセルは次の世代で死亡する。

3 現在死亡しているセルの、周囲８個のセルのうち、生きているセルの数が、３個の場合、その死亡しているセルは次の世代で復活する。

2. 作業プリントを使い、１０×１０のセルについて、手作業でシミュレーショしてみなさい。

3. Excelの関数やマクロを用いて、コンピュータでシミュレーションができるようにしなさい。

体験ファイル
lifegame.xls
報告書
～次の項目を報告書としてファイルに添付すること～

1. 規則（４）の①～③をわかりやすく簡潔に直したもの

	（1） あるセルの周囲の生きているセルの数を数える。

（2） その数が２個のとき、あるセルの生死の状態は現状のまま。

（3） その数が３個のとき、あるセルの生死の状態は生。

（4） それ以外の数のとき、あるセルの生死の状態は死。


2. 次世代のセル（細胞）の生死を決定するためにどのような式を立てたか。

	


3. シミュレーションを行うために工夫した点を書きなさい。
	


4. シミュレーションのプログラム等はファイル形式で提出すること。
	


確認テスト
問題

次のことについてあなたの意見を述べなさい。

(1) シミュレーションを行うためにはまず何が必要か、述べなさい。

(2) 同じ問題でも、シミュレーションを行った結果、異なった結論が導かれることがある。なぜだと思いますか。

(3) シミュレーションが持つ利点と、問題点を比較する表を作成し、シミュレーションを行う上での注意点を考えなさい。

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）

	ライフゲームの規則について理解できた。
	

	ライフゲームの規則を正確に人に伝えることができた。
	

	ライフゲームの規則を簡潔に表現することができた。
	

	ライフゲームの規則を箇条書きにすることができた。
	

	ライフゲームの規則をフローチャートで表すことができた。
	

	ライフゲームのシミュレーションから生物の増加にはどんな傾向が見られるか説明できた。
	

	シミュレーションを行う意味を理解できた。
	

	シミュレーションをなぜ行うのか、理由がよくわからなかった。
	

	シミュレーションを行う利点を説明できた。
	

	シミュレーションが持つ問題点をしてきすることができた。
	

	シミュレーションが持つ利点をあげることができた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	ライフゲームの規則について理解し、コンピュータでシミュレーションを行うための手順を表記しようとしている。
	自己評価から
	

	
	表計算ソフトの関数やマクロを積極的に利用したシミュレーションの方法を考案しようとしている。
	自己評価から
	

	思考･判断
	コンピュータでシミュレーションを行う場合の手順を考え、表記することができる。
	確認テストから
	

	
	場合によってシミュレーションの結果が異なることを理解し、その理由を述べることができる。
	確認テストから
	

	技能･表現
	問題を整理し、規則をわかりやすく書き直すことができる。
	報告書から
	

	
	手作業でのシミュレーション結果をもとに、コンピュータでもシミュレーションすることができる。
	報告書から
	

	知識･理解
	規則を読み理解し、分かりやすく書き直すことができる。
	報告書から
	

	
	問題解決の手法の一つとして、シミュレーションを行う意味について理解できる。
	報告書から
	











